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は
じ
め
に

　

詩
人
・
石
垣
り
ん
は
八
十
四
年
と
い
う
生
涯
の
中
で
四
冊
の
詩
集

と
三
冊
の
随
筆
集
を
刊
行
し
た
。
そ
の
数
は
決
し
て
多
い
と
は
言
え

な
い
が
、
石
垣
り
ん
は
永
瀬
清
子
・
茨
木
の
り
子
と
並
べ
称
せ
ら
れ

て
お
り
（
水
田
宗
子
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
戦
後
女
性
詩
の
展
開
(1)
「
わ

た
し
」
と
い
う
個
体
（
上
）
茨
木
の
り
子
と
石
垣
り
ん
の
表
現
主
体

の
形
成
」（『
現
代
詩
手
帖
』
五
一
巻
（
六
）
一
一
八-

一
二
七　

平

成
二
〇
年
六
月　

思
潮
社
））、
今
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
戦
後
を

代
表
す
る
女
性
詩
人
の
一
人
で
あ
る
。

　

石
垣
り
ん
は
三
十
九
歳
で
第
一
詩
集
『
私
の
前
に
あ
る
お
鍋
と
お

釜
と
燃
え
る
火
と
』
を
刊
行
し
、
脚
光
を
浴
び
た
。
そ
の
詩
集
を
刊

行
す
る
ま
で
に
、
投
稿
誌
や
同
人
誌
を
介
し
て
作
品
を
投
稿
・
発
表

し
続
け
た
こ
と
は
研
究
者
に
は
周
知
の
事
実
だ
が
、
そ
の
作
品
に
つ

い
て
言
及
し
て
い
る
先
行
研
究
は
非
常
に
少
な
い
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
調
査
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
石
垣
り
ん

の
初
期
投
稿
作
品
を
探
索
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
幸
い
に

し
て
『
少
女
画
報
』『
女
子
文
苑
』『
断
層
』
そ
れ
ぞ
れ
の
雑
誌
に
石

垣
り
ん
の
投
稿
・
寄
稿
作
品
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
（
注　

た

だ
し『
少
女
画
報
』は
全
て
を
調
査
し
き
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
）。

　

ま
ず
本
稿
で
は
、
石
垣
り
ん
の
習
作
期
と
も
い
え
る
雑
誌
投
稿
時

代
及
び
そ
の
流
れ
を
受
け
た
同
人
誌
時
代
に
お
け
る
発
表
作
品
を
リ

ス
ト
化
し
、
こ
れ
ま
で
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
作
品
に
つ
い
て
触
れ
、

検
討
を
行
い
た
い
。

　

な
お
、『
少
女
画
報
』『
女
子
文
苑
』『
断
層
』
に
投
稿
及
び
発
表

し
た
作
品
を
一
括
し
て
「
初
期
作
品
」
と
称
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

石
垣
り
ん
の
初
期
作
品

― 『
断
層
』『
女
子
文
苑
』『
少
女
画
報
』
掲
載
作
品
を
め
ぐ
っ
て 

―畑　
　
　

夏　

希
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初
期
作
品
の
リ
ス
ト
の
前
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
雑
誌
の
特
徴
に
つ
い

て
説
明
す
る
。

『
断
層
』
女
子
文
苑
社
（
一
九
三
八
―
一
九
四
三
）

　

女
子
文
苑
社
の
社
友
な
い
し
は
か
つ
て
社
友
で
あ
っ
た
者
を
同
人

と
す
る
女
流
詩
誌
で
、
賛
助
者
福
田
正
夫
の
指
導
の
下
に
発
刊
さ
れ

た
（『
日
本
現
代
詩
辞
典
』
桜
楓
社　

昭
和
六
一
年
二
月
一
五
日　

初
版
）。

　

石
垣
り
ん
は
、『
断
層
』
に
お
い
て
は
「
石
垣
り
ん
子
」
を
名
乗
り
、

第
一
号
か
ら
ほ
ぼ
毎
号
作
品
を
掲
載
し
て
い
た
。

『
女
子
文
苑
』
新
醒
社
（
一
九
三
四
―
一
九
四
一
）

　

白
鳥
省
吾
ら
が
発
刊
し
た
女
性
の
み
の
投
稿
誌
で
あ
る
。
昭
和

十
六
年
九
月
に
『
断
層
』
と
合
併
し
た
。

『
断
層
』
と
同
様
に
石
垣
り
ん
は
「
石
垣
り
ん
子
」
と
名
乗
り
、
九

号
か
ら
ほ
ぼ
全
て
の
号
に
投
稿
し
て
お
り
、
ま
た
詩
だ
け
で
は
な
く

短
歌
や
俳
句
、
散
文
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
意
欲
的
に
創
作
活
動
を

行
っ
て
い
た
。

『
少
女
画
報
』
東
京
社
（
一
八
七
二
―
一
九
四
二
）　

　

絵
雑
誌
「
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
」
と
婦
人
雑
誌
「
婦
人
画
報
」
を
つ
な

ぐ
女
性
雑
誌
路
線
の
円
環
の
一
つ
だ
っ
た
。（『
日
本
近
代
文
学
大
辞

典　

第
五
巻
』
講
談
社　

昭
和
五
二
年
十
一
月
十
八
日　

初
版
）

　

石
垣
り
ん
の
自
筆
年
譜
（『
現
代
詩
手
帖
特
集
版　

石
垣
り
ん
』）

に
よ
る
と
、「
青
空
美
加
」「
夢
路
り
ん
子
」「
石
垣
り
ん
子
」
の
名

前
で
投
稿
を
し
て
い
た
。

一
．
初
期
作
品
リ
ス
ト

〔
凡
例
〕（
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
、作
品
名
の
下
に
（　

）（
例
え
ば
「
母

に
捧
ぐ
（
詩
）」）
で
示
し
た
（
詩
）
は
筆
者
の
分
類
に
よ
る
も
の
、

作
品
名
の
「　

」
の
後
の
分
類
（
例
え
ば
「
生
命
頌　

木
陰
・
雲
・
風
・

表
札
」
短
章
）
の
短
章
は
そ
れ
ぞ
れ
の
雑
誌
の
分
類
に
よ
っ
た
）

〇
『
断
層
』

一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年

一
号　

十
一
月
発
行　
「
母
に
捧
ぐ
（
詩
）」「
生
命
頌　

木
陰
・
雲
・

風
・
表
札
」
短
章　
「
同
人
語
」

二
号　

十
二
月
発
行
「
ゆ
ふ
ぐ
れ
（
詩
）」「
生
命
頌
（
続
）」
短
章

一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年

三
号　

一
月
「
樹
木
（
詩
）」

四
号　

二
月
「
姉
妹
（
詩
）」

五
号　

三
月
「
街
の
う
た
（
詩
）」「
生
命
頌
」
短
章
「
森　

三
那
子



― 102 ―

論
」
評
論

六
号　

四
月　

石
垣
り
ん
子
抄
「
鄙
唄
（
詩
）」「
影
（
詩
）」「
舟
歌

（
詩
）」　
「
生
命
頌
／
鼓
動
・
春
め
く
・
弓
」
短
章

七
号（
特
別
号
）四
月
石
垣
り
ん
子
抄「
鄙
唄（
詩
）」「
影（
詩
）」「
舟

歌
（
詩
）」「
生
命
頌
／
鼓
動
・
春
め
く
・
弓
」
短
章

十
号　

七
月
「
書
庫
断
想
（
詩
）」「
ら
く
が
き
（
詩
）」

十
一
号　

八
月
「
花
の
晨
（
詩
）」

十
二
号　

九
月
「
我
が
家
（
詩
）」

十
三
号　

十
月
「
波
間
の
唄
（
詩
）」

十
四
号
年　

十
一
月
「
帰
り
来
る
月
（
詩
）」

十
五
号　

十
二
月
「
水
（
詩
）」

一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年

十
九
号　

四
月
「
魚
の
こ
と
ば
（
詩
）」

二
十
号　

五
月
「
行
程
（
詩
）」

二
十
二
号　

七
月
「
出
発
（
詩
）」

二
十
三
号　

八
月
「
帰
っ
て
く
る
（
詩
）」

二
十
四
号　

九
月
「
花
の
午
后
（
詩
）」

二
十
五
号　

十
月
「
水
花
の
座
（
詩
）」

二
十
六
号　

十
一
月
「
体
操
の
街
（
詩
）」

二
十
七
号　

十
二
月
「
遠
い
日
の
た
め
に
（
詩
）」

一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年

二
十
八
号　

一
月
「
瀧
（
詩
）」

二
十
九
号　

二
月
「
慣
例
（
詩
）」

三
十
号　

三
月
「
帰
途
（
詩
）

三
十
一
号　

四
月
「
和
合
（
詩
）」「
結
合
（
詩
）」「
空
（
詩
）」

三
十
三
号　

六
月
「
背
（
詩
）」「
花
（
詩
）」
自
「
齢
（
詩
）」

三
十
四
号　

七
月
「
人
間
像
（
詩
）」

三
十
六
号　

九
月
「
蝶
（
詩
）」

三
十
七
号　

十
一
月
「
氷
山
（
詩
）」「
章
（
詩
）」

三
十
八
号　

十
二
月
「
空
の
童
話
（
短
編
）」

一
九
四
二
（
昭
和
十
七
）
年

三
十
九
号　

一
月
「
凱
旋
門
（
詩
）」

四
十
号　

二
月
「
詩
に
つ
い
て
」

四
十
一
号　

三
月
「
顔
（
詩
）」

四
十
二
号　

四
月
「
入
城
（
詩
）」「
希
ひ
（
詩
）」

四
十
三
号　

五
月
「
望
郷
（
詩
）」

四
十
四
号　

六
月
「
虹
（
詩
）」
自
由
詩
「
落
下
傘
（
詩
）」

四
十
五
号　

七
月
「
母
の
手
（
詩
）」

四
十
六
号　

八
月
「
色
眼
鏡
（
短
編
）」

四
十
八
号　

十
月
「
契
（
詩
）」「
海
女
の
う
た
（
詩
）」

四
十
九
号　

十
一
月
「
送
別
（
詩
）」
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五
十
号　

十
二
月
「
二
つ
の
帯
留
（
短
編
）」

一
九
四
三
（
昭
和
十
八
）
年

五
十
一
号　

二
月
「
扉
（
詩
）」

五
十
二
号　

三
月
「
手
（
詩
）」

五
十
四
号　

五
月
「
幕
張
行
（
短
編
）」
創
作　
「
地
蔵
尊
（
詩
）」「
悔

（
詩
）」

五
十
五
号　

六
月
「
海
を
見
る
人
（
詩
）」

五
十
六
号　

七
月
「
短
章
」

五
十
八
号　

九
月
「
短
章
」

五
十
九
号　

十
一
月
「
短
章
」

○
『
女
子
文
苑
』

一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年

五
号　

一
月

※
社
友
芳
名
一
覧
に
名
前
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

九
号　

六
月
「
春
は
」「
お
ぼ
ろ
月
」
童
謡

十
号　

七
月
「
路
」
抒
情
詩

十
一
号　

八
月
「
思
出
」
歌
謡

十
二
号　

九
月
「
さ
み
ち
ゃ
ん
の
見
た
夢
」
童
話
「
あ
る
こ
ゝ
ろ
」

抒
情
詩
「
西
洋
館
」
童
謡

十
三
号　

十
月
「
友
情
」
抒
情
詩　

俳
句
、
短
歌

十
四
号　

十
一
月
「
片
思
ひ
な
ら
」
歌
謡
「
運
命
」
抒
情
詩　

俳
句

一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年

三
巻
一
号　

一
月
「
思
ひ
出
」
童
話
「
義
姉
弟
」
戯
曲
「
人
形
」
自

由
詩

三
巻
二
号　

二
月
「
夕
べ
の
濱
」
抒
情
詩
「
ベ
ッ
ト
」
自
由
詩

三
巻
三
号　

三
月
「
あ
な
た
と
私
」
抒
情
詩
「
う
れ
し
い
頃
」
歌
謡

三
巻
五
号　

五
月
「
金
色
の
汽
車
」
童
話
「
娘
十
八
」
歌
謡
「
知
る

故
に
」
抒
情
詩　

短
歌
、
俳
句

三
巻
六
号　

六
月
「
呼
び
得
ぬ
声
」
抒
情
詩
「
米
を
と
ぐ
」
自
由
詩

「
き
ん
ち
ゃ
く
草
の
花
」
自
由
詩

三
巻
七
号　

七
月
「
お
か
あ
さ
ん
」
抒
情
詩

三
巻
八
号　

八
月
「
お
母
さ
ま
」
抒
情
詩
「
ふ
た
り
で
ゐ
と
」
歌
謡

三
巻
九
号　

九
月
「
爪
」
自
由
詩

三
巻
十
号　

十
月「
花
街
」断
章「
オ
リ
イ
ン
ピ
ッ
ク
放
送
の
或
る
夜
」

一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年

四
巻
一
号　

一
月
「
私
は
…
…
」
抒
情
詩
「
お
し
ゃ
れ
し
て
」
童
謡

四
巻
二
号　

二
月
「
心
の
話
」
童
話
「
ひ
と
み
」
抒
情
詩

四
巻
三
号　

三
月
「
冬
の
朝
」
童
謡
「
君
と
在
れ
ば
」
自
由
詩

四
巻
四
号　

四
月
「
映
畫
館
」
抒
情
詩

四
巻
五
号　

五
月
「
海
の
林
」
抒
情
詩
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四
巻
六
号　

六
月
「
働
く
」
自
由
詩
「
星
に
寄
せ
て
」
小
品
「
ぎ
ん

な
ん
」
童
謡
「
壺
」
抒
情
詩

四
巻
七
号　

七
月 

「
眞
球
」
抒
情
詩
「
地
圖
」
童
話

四
巻
八
号　

八
月
「
夜
」
自
由
詩
「
花
の
晝
」
童
謡　

短
歌

四
巻
九
号　

九
月
「
遠
い
渚
」
抒
情
詩
「
小
さ
き
地
球
」
断
章

四
巻
十
号　

十
月
「
匂
ひ
」
童
謡　

短
歌

四
巻
十
一
号　

十
一
月
「
鈴
」
童
話
「
生
き
て
ゐ
る
街
」
自
由
詩

四
巻
十
二
号　

十
二
月
「
編
み
物
」
断
章
「
屋
上
」
自
由
詩
「
煙
章

盆
」
童
謡　
　

俳
句

一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年

五
巻
一
号　

一
月
「
銀
行
」
自
由
詩
「
英
坊
の
日
記
」
童
話

五
巻
二
号　

二
月 

「
黒
髪
」
抒
情
詩

五
巻
三
号　

三
月
「
母
」
断
章

五
巻
四
号　

四
月
「
唇
」
自
由
詩
「
唇
」
抒
情
詩

五
巻
五
号　

五
月
「
指
」
叙
情
詩

五
巻
六
号　

六
月
「
夜
」
小
曲
「
雪
」
童
謡
「
勘
定
取
り
」
短
編

五
巻
七
号　

七
月
「
希
望
」
自
由
詩

五
巻
八
号　

八
月
「
草
」
短
詩

五
巻
十
号　

十
月
「
生
命
頌
」
短
章
「
ひ
と
と
き
」
短
編

五
巻
十
一
号　

十
一
月
「
母
に
捧
ぐ
（
詩
）」

五
巻
十
二
号　

十
二
月
「
生
命
（
詩
）」

一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年

六
巻
一
号　

一
月
「
樹
木
（
詩
）」

六
巻
二
号　

二
月
「
生
命
（
詩
）」

六
巻
四
号　

四
月
「
潮
音
（
詩
）」

六
巻
五
号　

五
月
「
如
来
様
」
短
文

六
巻
七
号　

七
月
「
書
庫
断
想
（
詩
）」

六
巻
九
号　

九
月
「
我
が
家
（
詩
）」

六
巻
十
号　

十
月
「
波
間
の
唄
（
詩
）」

六
巻
十
一
号　

十
一
月
「
帰
り
来
る
月
（
詩
）」

六
巻
十
二
号　

十
二
月
「
お
れ
ん
（
短
編
）」

一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年

七
巻
三
号　

三
月
「
雨
の
幻
想
（
詩
）」

七
巻
四
号　

四
月「
魚
の
こ
と
ば（
詩
）」「
川
路
先
生
に
お
話
を
聞
く
」

七
巻
五
号　

五
月
「
日
本
語
の
夕
（
随
筆
）」 

七
巻
六
号　

六
月
「
六
月
の
配
置
（
詩
）」

七
巻
七
号　

七
月
「
出
発
（
詩
）」

七
巻
八
号　

八
月
「
会
の
記
（
詩
）」

七
巻
十
号　

十
月
「
花
の
海
（
詩
）」

一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
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八
巻
一
号　

一
月
「
荷
（
短
編
）」「
子
守
唄
（
詩
）」

八
巻
七
号　

七
月
「
葬
列
（
詩
）」「
座
（
詩
）」

八
巻
八
号　

八
月
「
花
（
詩
）」

○
『
少
女
画
報
』

十
二
号
と
八
号
に
投
稿
を
確
認
し
た
。

二
十
五
巻
十
二
号　

昭
和
十
一
年
十
一
月

「
秋
の
枯
葉
（
詩
）」

「
ね
え
や
よ
り
（
掲
載
外
佳
作
）」

二
十
七
巻
八
号　

昭
和
十
三
年
八
月

「
花
（
詩
）」

　

以
上
、『
断
層
』
か
ら
四
十
九
冊
の
う
ち
四
十
八
冊
、『
女
子
文
苑
』

か
ら
八
十
一
冊
分
の
う
ち
六
十
四
冊
、『
少
女
画
報
』
か
ら
六
冊
（
昭

和
十
一
年
十
一
月
か
ら
昭
和
十
五
年
六
月
ま
で
を
確
認
）
の
う
ち
二

冊
に
、
石
垣
り
ん
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

し
か
し
、
は
じ
め
に
で
記
述
し
た
よ
う
に
、
石
垣
り
ん
の
習
作
時
代

及
び
そ
の
作
品
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
先
行
研
究
は
き
わ
め
て
少

な
く
、
清
岡
卓
行
氏
が
わ
ず
か
に
散
文
作
品
の
三
作
品
に
言
及
し
て

い
る
程
度
な
の
で
あ
る
。

二
．
先
行
研
究
を
め
ぐ
っ
て

　　

ま
ず
は
清
岡
氏
の
言
及
（「
石
垣
り
ん
の
詩
」『
抒
情
の
前
線
』（
新

潮
社
所
収　

一
九
七
〇
年
）
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　

清
岡
氏
は
『
断
層
』『
女
子
文
苑
』
に
掲
載
さ
れ
た
石
垣
り
ん
の

詩
作
品
に
つ
い
て
は
、「
彼
女
の
そ
の
頃
の
詩
は
、
し
か
し
、
習
作

的
で
、
儀
礼
式
で
、
ま
だ
自
分
の
問
題
を
赤
裸
々
に
呈
示
し
よ
う
と

は
し
て
い
な
い
。
あ
た
え
ら
れ
た
観
念
に
よ
っ
て
自
然
や
そ
の
当
時

の
戦
争
に
触
れ
る
こ
と
が
多
く
、
技
法
の
上
で
は
、
そ
れ
と
見
合
う

い
く
ら
か
の
象
徴
性
が
楽
し
ま
れ
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う

か
。
今
日
読
ん
で
も
感
動
が
つ
た
わ
っ
て
く
る
も
の
は
、
や
は
り
、

私
的
な
内
部
の
真
情
が
吐
露
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
け
で
あ
る
」
と
、

高
い
評
価
は
あ
た
え
て
い
な
い
。

　

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
石
垣
り
ん
の
散
文
作
品
に
関
し
て
は
、「
彼

女
の
そ
の
頃
の
小
説
は
、
今
な
お
読
む
に
耐
え
る
リ
ア
リ
テ
ィ
を
蔵

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。」
と
高
く
評
価
し
て
お
り
、
ま
た
、「「
読

む
こ
と
が
で
き
た
の
は
「
荷
」「
色
眼
鏡
」「
幕
張
行
」
の
三
篇
に
過

ぎ
な
い
が
、
い
ず
れ
も
生
々
し
く
抜
き
差
し
な
ら
ぬ
庶
民
的
な
日
常

の
情
感
が
た
だ
よ
い
、
ぼ
く
は
ふ
と
、
シ
ャ
ル
ル
＝
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ

プ
の
短
編
を
連
想
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。」
と
高
い
評
価
を
述
べ
て

い
る
。
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清
岡
氏
は
『
断
層
』『
女
子
文
苑
』
で
発
表
さ
れ
た
石
垣
り
ん
の

散
文
作
品
の
「
色
眼
鏡
」「
幕
張
行
」「
荷
」
に
関
し
て
言
及
を
し
て

い
る
。
本
稿
で
は
「
色
眼
鏡
」「
幕
張
行
」
に
つ
い
て
の
清
岡
氏
の

言
及
を
後
の
項
で
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

次
に
安
達
氏
の
言
及
（
安
達
徹
「
雪
に
燃
え
る
花　

―
詩
人
日
塔

貞
子
の
生
涯
―
」（
桜
桃
花
会　

一
九
七
二
年
））
を
取
り
上
げ
る
。

　

詩
人
日
塔
貞
子
に
関
す
る
文
献
で
、
石
垣
り
ん
の
作
品
自
体
に
関

し
て
の
記
述
は
な
い
が
、
日
塔
貞
子
の
同
人
仲
間
で
あ
っ
た
石
垣
り

ん
が
「
つ
ど
い
」
と
い
う
同
人
誌
で
活
動
し
て
い
た
と
わ
か
る
個
所

が
あ
る
。

　
「
つ
ど
い
」
は
吉
村
卓
司
、
画
家
の
深
水
正
策
、
詩
人
で
大
学
教

授
で
あ
る
那
須
辰
造
の
三
氏
を
中
心
に
し
て
、
少
女
詩
人
ら
が
集
う

雑
誌
で
あ
」
り
、石
垣
り
ん
は
「
石
垣
り
ん
子
」
と
い
う
名
前
で
、「
大

人
っ
ぽ
い
作
品
を
書
き
」、「
貞
子
の
よ
き
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た
」。

　

ま
た
石
垣
り
ん
と
日
塔
貞
子
の
二
人
だ
け
が
、「
つ
ど
ひ
」
の
同

人
で
「
断
層
」
の
同
人
で
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
「
つ
ど
い
」
と
い
う
同
人
誌
に
関
し
て
は
、
安
達
氏
の
こ
の

文
献
で
し
か
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
現
物
等
は
入
手
で
き
て
い

な
い
た
め
、
現
在
調
査
中
で
あ
る
。

　

三
．『
断
層
』
発
表
散
文
作
品
の
検
討

　

　

次
に
、『
断
層
』
で
発
表
さ
れ
た
散
文
作
品
に
つ
い
て
簡
単
に
概

要
と
考
察
を
述
べ
た
い
。
ま
ず
は
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
で
は
一
切

言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
「
二
つ
の
帯
留
」「
空
の
童
話
」
の
二
作

品
を
紹
介
し
、
作
品
の
検
討
を
行
う
。「
幕
張
行
」「
色
眼
鏡
」
に
関

し
て
は
簡
単
な
概
要
と
清
岡
氏
に
よ
る
言
及
と
、
同
人
間
に
お
け
る

言
及
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

「
二
つ
の
帯
留
」（
昭
和
十
六
年
六
月
一
日
）

　

概
要

　
「
私
」
が
ま
だ
十
代
だ
っ
た
頃
に
、
妹
の
よ
う
だ
と
可
愛
が
っ
て

く
れ
た
勤
め
先
の
男
性
で
あ
る
「
川
田
さ
ん
」
か
ら
木
彫
り
の
帯
留

を
貰
い
、
も
う
ひ
と
つ
を
「
津
浦
さ
ん
」
に
渡
し
て
ほ
し
い
と
頼
ま

れ
る
。
そ
の
男
性
に
た
い
し
て
「
私
」
と
「
津
浦
」
さ
ん
は
恋
心
を

抱
い
て
お
り
、二
十
を
一
つ
二
つ
過
ぎ
て
い
た
「
津
浦
さ
ん
」
は
「
結

婚
の
対
象
」
と
し
て
男
性
を
見
て
い
た
。

　
「
私
」
に
と
先
に
く
れ
た
帯
留
の
方
が
あ
と
の
ひ
と
つ
よ
り
も
細

工
が
ず
っ
と
よ
く
で
き
て
い
る
の
に
驚
き
、
喜
ぶ
「
私
」。
し
か
し
、

「
津
浦
さ
ん
」
に
対
す
る
小
さ
な
勝
利
を
感
じ
て
い
る
の
に
気
付
き
、

何
と
も
言
え
ぬ
不
安
と
不
純
な
影
を
覚
え
た
「
私
」
は
一
体
ど
ち
ら

を
「
津
浦
さ
ん
」
に
渡
せ
ば
良
い
の
か
と
迷
う
。

　
「
私
」
は
、「
良
い
方
を
取
っ
て
す
ま
し
て
い
ら
れ
る
様
な
あ
つ
か

ま
し
い
人
間
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
、「
津
浦
さ
ん
」
に
良
い
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方
を
渡
す
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、「
川
田
さ
ん
は
こ
ち
ら
を
津
浦
さ

ん
に
」
と
言
っ
て
い
た
の
に
、
と
心
の
声
を
聞
く
の
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
「
川
田
さ
ん
」
と
「
津
浦
さ
ん
」
は
お
互
い
別
の
人
と
結

婚
を
す
る
の
だ
っ
た
。「
津
浦
さ
ん
」
は
「
川
田
さ
ん
」
を
ど
う
し

て
も
あ
き
ら
め
ら
れ
な
い
と
言
っ
て
い
た
が
、
最
後
は
「
子
供
が
出

来
た
ら
あ
の
人
の
名
前
を
つ
け
る
わ
」
と
は
ず
か
し
そ
う
に
言
い
、

九
州
の
方
へ
嫁
い
で
い
っ
た
の
だ
っ
た
。

　
「
私
」
は
い
か
に
想
い
決
め
た
人
で
も
、
自
分
に
対
す
る
愛
し
方

と
同
じ
よ
う
に
他
の
も
う
一
人
の
人
を
愛
し
た
な
ら
、
ど
ん
な
に
さ

み
し
く
あ
き
ら
め
る
だ
ろ
う
と
思
う
。

　
「
私
」
は
、
男
の
人
が
小
さ
な
こ
と
に
気
を
使
わ
な
い
と
自
覚
し

な
が
ら
も
、
女
に
と
っ
て
は
あ
の
帯
留
め
の
金
魚
は
も
う
金
魚
で
は

な
く
て
、耐
え
難
い
愛
情
の
し
る
し
で
あ
り
、ふ
た
つ
の
金
魚
を
買
っ

て
く
る
よ
う
な
男
の
人
を
ふ
た
た
び
好
き
に
な
る
の
は
止
そ
う
と
考

え
る
の
だ
っ
た
。

　

お
そ
ら
く
私
小
説
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
こ
の
散
文
作
品
は
、
原

稿
用
紙
四
十
枚
に
満
た
な
い
短
編
作
品
で
あ
る
。
だ
が
、
戦
後
の
詩

や
随
筆
で
は
詳
細
に
は
語
ら
れ
て
い
な
い
、特
定
の
異
性
に
対
す
る
、

ま
だ
少
女
期
と
も
言
え
る
石
垣
り
ん
の
当
時
の
思
い
が
赤
裸
々
に
綴

ら
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

「
空
の
童
話
」（
昭
和
十
六
年
十
二
月
一
日
）

　

概
要

　

一
粒
の
「
朝
顔
の
種
子
」
は
静
か
に
春
の
旅
程
を
組
み
な
が
ら
、

去
年「
母
」の
懐
に
い
た
時
に
聞
い
た
話
を
思
い
出
し
て
い
た
。「
母
」

は
「
種
子
」
に
「
私
の
季
節
は
終
わ
っ
て
し
ま
う
が
、
お
前
は
真
直

ぐ
空
に
向
か
っ
て
伸
び
て
行
け
、
誰
と
で
も
仲
良
く
し
な
さ
い
」
と

話
し
て
い
た
。
そ
の
教
え
の
と
お
り
、土
の
中
で
出
会
っ
た
「
蚯
蚓
」

に
「
空
へ
行
っ
た
ら
、
き
っ
と
手
紙
を
出
し
ま
す
か
ら
」
と
約
束
を

し
て
、「
種
子
」
は
四
月
の
朝
に
空
を
目
指
し
て
出
発
を
す
る
。

　
「
朝
顔
」の
旅
は
小
さ
い
垣
根
に
沿
っ
て
、空
へ
と
た
ど
っ
て
行
く
。

春
も
過
ぎ
、
や
が
て
夏
に
さ
し
か
か
る
頃
に
は
可
愛
い
蕾
も
出
来
た

が
、
空
は
ま
す
ま
す
遠
く
な
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　

七
月
も
半
ば
の
頃
、「
朝
顔
」
は
垣
根
の
小
徑
が
切
れ
て
、
雑
草

が
生
い
茂
る
道
に
出
て
し
ま
う
。「
空
は
ま
だ
ま
だ
遠
い
の
に
」
と
、

空
で
の
開
花
を
楽
し
げ
に
待
つ
蕾
た
ち
を
尻
目
に
途
方
に
暮
れ
る
。

「
朝
顔
」
は
病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
せ
い
で
、
歩
く
気
力
が
な
く

な
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。「
朝
顔
」
は
母
と
居
た
頃
の
楽
し
い
日
を

思
い
出
し
、
繰
り
返
し
涙
を
流
し
て
い
た
。

　

風
の
便
り
で
「
朝
顔
」
の
困
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
「
み
ゝ
ず
」

は
、「
て
ん
と
う
蟲
」
に
頼
ん
で
「
何
事
も
運
命
で
す
、
気
を
し
っ

か
り
持
っ
て
生
き
ぬ
い
て
下
さ
い
」
と
手
紙
を
持
た
せ
た
。
朝
顔
は
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「
そ
う
で
す
、
私
に
は
空
へ
行
く
目
的
が
ご
ざ
ゐ
ま
す
。
目
的
を
果

た
さ
な
け
れ
ば
死
ぬ
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。で
す
け
れ
ど
蚯
蚓
さ
ん
、

垣
根
の
徑
は
終
へ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。生
き
て
行
く
と
い
ふ
こ
と
は
、

定
め
ら
れ
た
徑
以
外
に
進
む
事
は
で
き
な
い
の
で
せ
う
か
？　

こ
れ

が
運
命
だ
、
等
と
思
ふ
の
は
、
あ
ま
り
に
情
け
な
い
こ
と
で
す
」
と

悲
観
し
た
返
事
を
す
る
。

　
「
蚯
蚓
」
は
大
変
可
哀
想
に
思
い
、
考
え
た
末
「
蜘
蛛
」
の
所
に

相
談
を
し
に
行
き
、「
ど
う
か
、
そ
の
銀
糸
を
、
垣
根
の
徑
か
ら
空

へ
張
っ
て
や
っ
て
く
れ
」
と
頼
む
と
「
蜘
蛛
」
は
「
朝
顔
の
不
幸
は

自
分
以
外
の
も
の
に
空
を
も
と
め
た
と
こ
ろ
に
あ
る
」
と
返
さ
れ
て

し
ま
う
。「
蚯
蚓
」
と
「
蜘
蛛
」
が
「
朝
顔
」
を
め
ぐ
っ
て
口
論
を

し
て
い
る
と
、「
て
ん
と
う
蟲
」
が
も
う
一
通
の
手
紙
を
持
っ
て
や
っ

て
来
た
。

　
「
本
当
は
空
に
行
く
術
が
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
は
空
を

空
と
し
て
考
え
て
き
た
今
ま
で
の
ま
ま
終
り
た
う
ご
ざ
い
ま
す
。
せ

め
て
自
分
だ
け
で
も
裏
切
ら
な
い
で
死
ん
で
行
き
た
う
ご
ざ
い
ま

す
。
自
分
が
朝
顔
だ
っ
た
の
か
、
空
自
身
だ
っ
た
の
か
、
今
と
な
っ

て
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
さ
よ
う
な
ら
、
蚯
蚓
さ
ん
。
私
は
空
へ
の
旅

を
続
け
ま
す
」

　

そ
れ
を
聞
く「
蚯
蚓
」が
、切
な
く
身
悶
え
る
側
で
、「
蜘
蛛
」は「
て

ん
と
う
蟲
」
に
「
私
を
案
内
し
て
く
だ
さ
い
。
私
の
銀
糸
で
此
の
木

の
て
っ
ぺ
ん
と
、
朝
顔
の
徑
を
つ
な
ぎ
ま
せ
う
」

　

息
も
絶
え
絶
え
で
今
に
も
死
ん
で
し
ま
い
そ
う
な
朝
顔
は
尚
も
空

を
眺
め
て
い
た
。
す
る
と
そ
の
頂
き
か
ら
一
條
の
糸
が
下
が
り
、
垣

根
を
走
っ
て
地
に
と
ゞ
く
の
を
「
朝
顔
」
は
見
て
、「
空
へ
！
」
と

一
声
叫
び
、
黄
色
く
な
え
た
腕
が
そ
の
糸
に
か
か
り
、
空
へ
の
一
歩

を
踏
み
出
し
た
と
思
っ
た
時
に
は
す
で
に
朝
顔
の
生
命
は
切
れ
た
銀

糸
と
と
も
に
落
ち
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
「
蜘
蛛
」
は
う
ず
く
ま
っ
た
ま
ま
、「
蚯
蚓
」
の
こ
こ
ろ
、「
朝
顔
」

の
生
命
、
そ
れ
か
ら
自
分
と
を
つ
な
ぐ
不
可
思
議
な
掟
が
土
の
香
の

中
か
ら
、
む
ん
む
ん
と
沸
い
て
来
る
息
苦
し
さ
に
身
動
き
も
で
き
な

か
っ
た
。

　
「
て
ん
と
う
蟲
」
は
、「
わ
か
ら
な
い
世
の
中
だ
。
私
に
わ
か
る
の

は
、
自
分
の
背
中
の
紋
が
綺
麗
だ
と
い
ふ
事
だ
け
だ
。
そ
れ
さ
へ
も

ど
う
や
ら
う
そ
か
、
本
当
か
。
自
分
の
も
っ
て
ゐ
る
も
の
は
、
外
と

半
々
だ
か
ら
な
」
と
呟
い
た
。

　
「
童
話
」
と
銘
打
っ
た
表
題
だ
が
、
そ
の
内
容
は
「
童
話
」
と
い

う
生
易
し
い
響
き
に
そ
ぐ
わ
な
い
、
全
体
的
に
「
死
」
の
イ
メ
ー
ジ

が
ま
と
わ
れ
た
、
薄
暗
い
も
の
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
「
死
」
と
い
う

も
の
の
意
識
は
、
石
垣
り
ん
の
戦
後
の
詩
や
随
筆
に
は
よ
く
見
ら
れ

る
テ
ー
マ
で
あ
り
、随
筆
に
お
い
て
、石
垣
り
ん
は
た
び
た
び
、「
死
」

と
い
う
も
の
を
自
分
は
怖
れ
て
い
る
と
記
述
し
て
い
る
。

　

そ
の
背
景
に
、
実
母
と
、
後
妻
た
ち
、
妹
た
ち
と
い
う
家
族
の
度
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重
な
る
死
が
あ
り
、
こ
の
「
空
の
童
話
」
は
と
り
わ
け
実
母
の
死
と

い
う
体
験
が
影
響
し
た
作
品
だ
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

ま
た
「
花
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
詩
は
石
垣
り
ん
の
戦
後
の
詩
作
品

に
よ
く
見
ら
れ
る
が
、こ
こ
で
も
「
花
」「
幻
の
花
」「
た
ん
ぽ
ぽ
」「
種

子
」
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
の
詩
に
も
、
ひ
そ
か
に
「
死
」
を

彷
彿
さ
せ
る
よ
う
な
描
写
が
あ
る
。

　

こ
の
当
時
か
ら
、
実
母
の
「
死
」
に
関
す
る
特
別
な
思
い
と
、
そ

の
「
死
」
を
「
花
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
に
よ
っ
て
描
い
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

　

次
に
、「
朝
顔
」
を
巡
る
「
蜘
蛛
」
と
「
蚯
蚓
」
の
や
り
と
り
に

つ
い
て
、
も
う
少
し
考
え
て
み
た
い
。

「
君
の
気
持
は
よ
く
わ
か
っ
た
。
け
れ
ど
、
私
は
や
は
り
、
自

分
の
垣
根
を
持
っ
て
ゐ
る
。
実
在
と
い
ふ
の
か
ね
？　

あ
る
物

と
物
と
の
間
に
介
在
す
る
生
命
の
一
つ
が
私
の
す
べ
て
だ
。
そ

こ
に
希
望
や
夢
が
あ
る
等
と
い
つ
て
も
、
そ
れ
は
此
の
世
の
愛

嬌
だ
ね
。
あ
る
ま
じ
き
も
の
を
、
心
が
勝
手
に
つ
く
り
上
げ
た

の
だ
よ
、
け
れ
ど
そ
の
心
一
つ
で
、
生
命
は
ど
ん
な
に
美
し
く

満
た
さ
れ
る
こ
と
だ
ら
う
…
…
。
私
は
或
る
物
と
物
の
間
に
銀

線
を
張
る
。
そ
れ
は
一
本
の
銀
線
で
し
か
な
い
さ
。
が
、
私
自

身
に
云
わ
せ
れ
ば
、
そ
の
銀
線
の
中
に
空
が
あ
り
、
海
も
あ
る

ん
だ
。
私
は
小
さ
な
蜘
蛛
で
あ
っ
て
、
蜘
蛛
そ
れ
自
体
の
生
活

は
す
べ
て
の
も
の
を
飽
和
し
て
ゐ
る
ん
だ
。
幸
せ
の
根
本
は
、

こ
ん
な
所
に
あ
る
の
ぢ
や
あ
な
い
か
ね
？　

朝
顔
は
、
自
分
以

外
の
も
の
に
空
を
も
と
め
た
所
に
不
幸
が
あ
る
ん
だ
。
ね
え
蚯

蚓
さ
ん
、
君
だ
つ
て
同
じ
だ
よ
、
眼
が
見
え
な
い
か
ら
、
と
い

つ
て
、
な
ぜ
心
に
空
を
持
た
な
い
の
さ
」

「
い
や
、
あ
り
が
た
う
。
だ
が
相
談
は
前
へ
も
ど
る
が
ね
、
一

つ
そ
の
銀
糸
を
垣
根
の
上
に
張
っ
て
や
っ
て
く
れ
な
い
か
。
朝

顔
は
朝
顔
だ
け
の
観
念
で
物
の
範
囲
を
決
め
て
ゐ
る
。
垣
根
よ

り
少
し
で
も
高
い
所
へ
徑
が
通
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
向
こ
う
に

空
が
あ
る
、
と
信
じ
ら
れ
る
の
だ
」

「
そ
こ
だ
、
け
れ
ど
そ
ん
な
事
を
し
て
い
ゝ
の
か
ね
、
私
達
の

感
傷
で
、
大
き
な
事
実
を
ご
ま
か
し
て
ま
で
、
朝
顔
を
助
け
る

の
は
考
へ
者
ぢ
や
な
い
か
」

「
あ
ゝ
、
で
も
そ
れ
は
君
の
言
ひ
分
だ
。
言
ひ
分
な
ん
て
つ
ま

ら
な
い
も
の
ぢ
や
あ
な
い
か
。
生
き
て
ゐ
る
者
同
士
、
も
っ
と

慰
め
合
は
ふ
よ
。
自
分
の
立
場
な
ん
て
外
か
ら
見
た
ら
僅
少
な

も
の
さ
。
君
が
朝
顔
で
、
私
が
蜘
蛛
で
あ
っ
て
も
、
何
の
不
思

議
も
な
い
だ
ら
う
。
皆
が
一
緒
に
生
き
て
ゐ
る
、
と
い
ふ
事
だ

け
が
同
じ
な
ん
だ
か
ら
ね
。
い
つ
か
自
分
を
意
識
す
る
力
を
奪

わ
れ
た
後
、
誰
が
何
だ
か
知
る
も
の
か
。
こ
ん
な
こ
と
を
云
う

と
、
何
も
か
も
型
の
上
に
建
て
ら
れ
て
ゐ
る
や
う
で
さ
み
し
い

が
ね
、
な
ま
じ
大
き
な
云
い
分
を
持
っ
て
、
血
の
通
っ
た
真
情
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を
掘
り
下
げ
る
の
は
、
君
、
薄
情
と
い
ふ
も
の
だ
よ
」

　
「
空
」
と
い
う
理
想
を
自
分
の
外
側
に
求
め
る
「
朝
顔
」
を
批
判

的
に
捉
え
る
「
蜘
蛛
」
と
、「
朝
顔
」
の
不
幸
に
感
傷
的
に
な
る
「
蚯

蚓
」
と
の
や
り
と
り
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
石
垣
り
ん
の
人
生

観
の
一
端
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。　

「
幕
張
行
」（『
断
層
』
昭
和
十
八
年
五
月
一
日
発
行
）

　

幕
張
に
あ
る
亡
く
な
っ
た
義
母
の
実
家
へ
知
恵
遅
れ
の
弟
と
赴
く

私
小
説
的
な
作
品
。
石
垣
り
ん
の
家
族
、
特
に
父
に
対
す
る
複
雑
な

心
情
が
綴
ら
れ
て
い
る
作
品
で
あ
る
。

清
岡
氏
は
こ
の
作
品
に
つ
い
て
、「
お
そ
ら
く
作
者
の
家
族
関
係
を

モ
デ
ル
と
し
て
い
る
私
小
説
的
な
迫
力
の
あ
る
も
の
で
、
彼
女
の
詩

を
分
析
し
て
い
く
上
で
は
便
利
な
資
料
で
は
あ
」る
と
述
べ
て
い
る
。

「
色
眼
鏡
」（『
断
層
』
昭
和
十
七
年
八
月
一
日
発
行
）

　

知
恵
遅
れ
で「
継
母
」か
ら
良
い
関
心
を
向
け
ら
れ
て
い
な
い「
弟
」

と
そ
の
「
義
姉
」
を
中
心
に
語
ら
れ
た
日
常
の
物
語
で
あ
る
。

清
岡
氏
は
「
知
能
の
遅
れ
た
子
供
と
そ
の
家
族
を
縦
糸
と
し
、
そ
の

遊
び
友
達
と
の
関
係
を
横
糸
と
し
て
、
い
わ
ば
幾
重
に
も
む
ご
た
ら

し
く
他
者
化
さ
れ
て
い
る
幼
く
愚
か
な
人
間
の
無
心
ぶ
り
を
冷
静
に

描
い
た
も
の
で
、彼
女
の
愛
の
一
つ
の
方
向
を
予
告
す
る
も
の
で
あ
」

る
と
述
べ
て
お
り
、
同
雑
誌
に
お
け
る
同
人
間
の
言
及
で
は
、
橋
本

千
枝
子
氏
が
「
健
実
な
思
想
と
文
章
に
そ
の
将
来
を
期
待
さ
れ
て
い

る
石
垣
り
ん
子
さ
ん
の
作
品
「
色
眼
鏡
」
は
多
少
か
た
す
ぎ
る
位
の

所
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
、
そ
の
石
橋
を
叩
く
式
の
文
章
は
、
学
ぶ
べ

き
所
が
あ
る
と
思
ひ
ま
す
。
忌
憚
の
な
い
御
批
判
を
の
ぞ
ん
で
い
ま

す
」
と
述
べ
て
い
る
。

四
．
初
期
詩
作
品
の
検
討

　　

次
に
、『
断
層
』『
女
子
文
苑
』『
少
女
画
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
散

文
以
外
の
詩
及
び
童
謡
に
つ
い
て
の
紹
介
と
簡
単
に
だ
が
検
討
を
行

う
。

「
母
に
捧
ぐ
」（『
断
層
』　

昭
和
十
三
年
十
一
月
一
日
発
行
）

倒
潰
せ
し
追
憶
の
家
屋
の
下

私
達
を
し
つ
か
り
と
抱
き
し
め
て
ゐ
る
亡
母
、

生
々
し
い
叫
声
を
あ
げ　

此
の
世
運
命
の
修
羅
城
と
化
し　

一
面
血

の
海
に
か
は
る
と
も
、

落
ち
く
る
懊
悩
の
壁
を
支
へ

身
に
か
へ
て
常
に
我
等
を
か
ば
ふ
。
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思
へ
ば
大
正
十
二
年　

彼
の
関
東
大
震
災
の
日
、

人
々
災
禍
に
す
べ
て
を
う
ば
は
れ
た
時
、

広
き
貴
女
の
み
胸
に
寄
せ
る　

微
か
な
震
動
さ
へ
あ
つ
た
ら
う
か
、

あ
の
恐
ろ
し
い
一
瞬
時
、

私
達
弟
妹
を
抱
き
し
め
て
離
さ
な
か
つ
た
！

あ
た
ゝ
か
き
愛
の
太
陽
、

子
等
の
宇
宙
を
永
遠
に
照
す　

母
よ
、

十
一
時
五
十
八
分
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
る
。

我
等
心
の
青
空
に
、

お
ゝ
実
在
す
る
過
去
の
響

母
は
生
き
て
ゐ
る
！　

母
は
生
き
て
ゐ
る
！

　
『
断
層
』
の
第
一
号
に
掲
載
さ
れ
た
詩
作
品
で
あ
り
、
実
母
が
亡

く
な
っ
た
き
っ
か
け
と
さ
れ
る
関
東
大
震
災
の
時
の
実
母
の
様
子
を

描
い
て
い
る
詩
で
あ
る
。

同
年
『
女
子
文
苑
』
の
五
巻
十
一
号
に
同
じ
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。

童
謡
「
お
ぼ
ろ
月
」（『
女
子
文
苑
』
昭
和
十
年
六
月
一
日
発
行
）

春
は
お
月
さ
ん
も

ね
む
い
の
か

山
の
向
ふ
で

ト
ロ
ン
と
し
て
る

い
く
ら
大
き
な

め
ざ
ま
し
時
計

リ
ン
リ
ン
な
ら
し
て

見
た
と
て
も

高
く
て
遠
く
て

お
月
さ
ん

お
ね
ん
ね
ば
か
し

し
て
ゐ
ま
す

　

石
垣
り
ん
の
『
女
子
文
苑
』
に
お
け
る
は
じ
め
て
の
掲
載
作
品
で

あ
る
。
選
者
の
濱
田
廣
介
氏
は
同
誌
に
お
い
て
「
こ
の
思
ひ
付
も
面

白
い
。
こ
の
思
ひ
付
を
こ
は
さ
な
い
よ
う
に
し
て
、
も
う
少
し
こ
の

ユ
ー
モ
ア
を
生
か
し
て
み
た
い
と
思
は
れ
る
。
つ
ま
り
、こ
れ
で
は
、

や
や
簡
単
に
感
じ
ら
れ
る
。」
と
評
し
て
い
る
。

　

現
在
で
は
詩
人
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
石
垣
り
ん
だ
が
、『
女
子
文
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苑
』
で
は
詩
や
小
説
だ
け
で
は
な
く
、
俳
句
や
短
歌
、
童
謡
と
区
分

さ
れ
た
作
品
の
投
稿
も
行
っ
て
い
た
。

「
秋
の
枯
葉
」（『
少
女
画
報
』
昭
和
十
一
年
十
月
八
日
発
行
）

秋
の
枯
葉

東
京　

青
空　

美
加

季
節
の
死

今
日
窓
に

黒
わ
く
の

訃
報
を
受
く

秋
の
枯
葉

　

石
垣
り
ん
が
『
少
女
画
報
』
に
投
稿
し
た
詩
作
品
で
あ
り
、
ま
た

同
誌
上
に
お
い
て
同
じ
青
空
美
加
と
い
う
名
前
で
「
ね
え
や
よ
り
」

と
い
う
投
稿
作
品
が
掲
載
外
佳
作
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
を
確

認
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

石
垣
り
ん
の
自
筆
年
譜
に
よ
る
と
、「
一
九
三
六
年（
昭
和
十
一
年
）

五
月
、
妹
初
江
、
千
葉
県
の
伯
父
夫
婦
の
養
子
と
な
る
。
六
月
、
妹

蔦
子
急
逝
。」
と
あ
り
、
妹
の
死
を
受
け
て
書
か
れ
た
詩
で
は
な
い

か
と
推
測
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

お
わ
り
に

　

石
垣
り
ん
の
初
期
作
品
を
探
索
し
、か
な
り
の
数
の
作
品
が
あ
り
、

詩
だ
け
で
は
な
く
短
歌
や
、
小
説
な
ど
の
散
文
作
品
も
投
稿
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
石
垣
り
ん
と
い

う
詩
人
を
知
る
上
で
重
要
な
手
が
か
り
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
本
稿
で
は
深
く
取
り
扱
わ
な
か
っ
た
短
編
「
幕
張
行
」
に
は
石

垣
り
ん
を
取
り
巻
く
複
雑
な
家
族
関
係
が
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
と

推
察
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
に
お
か
れ
た
石
垣
り
ん
の
既
刊
の
随

筆
集
や
詩
集
だ
け
で
は
窺
い
知
る
こ
と
の
出
来
な
い
家
族
に
対
す
る

心
情
が
生
々
し
く
描
か
れ
て
お
り
、
考
察
の
余
地
は
十
分
に
あ
る
。

　

本
稿
で
は
掲
載
作
品
の
簡
単
な
紹
介
と
検
討
を
行
っ
た
が
、
今
後

は
更
に
そ
の
作
品
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
対
す
る
考
察
や
、
戦
後
に
発
表

さ
れ
た
詩
作
品
と
の
比
較
や
そ
れ
ら
に
与
え
た
影
響
な
ど
を
詳
し
く

調
査
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
（
は
た　

な
つ
き
・
実
践
女
子
大
学
大
学
院　

博
士
前
期
課
程
）


